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Fagard, B. & L. Sarda （2009 : 228）および Robert dictionnaire historique de la langue 

française（1995：992）によると、前置詞 dansの使用が確認できる最初の文献は 12世紀

に遡る。しかし、A. Darmesteter (1885 : 9-13), F. Brunot (1927：382), G. Gougenheim 

(1974 :183)をはじめとする研究者が明らかにしているとおり、前置詞 dansの使用頻度が

急速に高まるのは 16 世紀半ば以降であり、それまでの頻度は非常に限定的であった。

Dansは enに対する勢力を拡大しながら発展を遂げ、その過程において以下のような傾

向が伴ったことが A. Darmesteter (Ibid. : 19), Fagard, B. & L. Sarda （Ibid.）, Fagard B.＆

Combettes B.（2013）やD. Vigier（2017b）らの研究によって明らかにされている。 

1） Dansによる enの空間的用法の侵食 

2） 補語に限定辞が含まれる場合におけるdansによる enの使用範囲の浸食 

3） Dansの使用領域の拡大：空間的用法から時間的用法および抽象的用法へ 

しかし、これらの傾向に関してはいずれも疑問点が残る。まず 1）-2）については、

habiter en (France / Dordogne)などの enの空間的用法や en l’honneur de～, en sa présenceなど

en の補語に限定辞が含まれる用例は dans に侵食されずに多数残っている。そして 3）

についても、dans が時間的用法や抽象的用法へと使用領域を拡大していく中で dans に

よる侵食を免れた enの用法は数多く見られる。例えば finir son travail en trois heuresのよ

うな en の時間的用法は、dans に置き替えた場合とは全く異なる意味を持つものとして

確固たる地位を保っており、抽象的用法についても en paix, en joieなど多数残存してい

る。このように、１）-３）の傾向によって淘汰されるはずだったと思われる enの用法

が多数残されているのであるが、Fagard B.＆Combettes B.（Ibid. :96）やD. Vigier(2017a : 

117)が行ったコーパス分析の結果によると、なぜかdansのenに対する勢力拡大は18世

紀半ば頃でほぼ終息しているのである。これはどのような理由によるものだろうか。 



本発表では、まず今日の enと dansの複数の用法を分析し、両前置詞の決定的な違い

は他者性を想起させる機能の有無であることを明らかにする。次に、en の用法のうち

他者性が想起されるものを担うべくdansが16世紀半ばごろに勢力を拡大し始め、enと

の棲み分けが18世紀半ばにほぼ完了したのをもってdansのenに対する勢力拡大が終息

したのではないかと論ずる。 
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